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虫
の
鳴
き
声
。ス
イ
ッ
チ
ョ
ス
イ
ッ
チ
ョ
と

鳴
く
の
は
馬
追（
う
ま
お
い
）ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

と
鳴
く
の
は
轡
虫
（
く
つ
わ
む
し
）
飛
び
な

が
ら
キ
チ
キ
チ
と
鳴
く
の
は
「
き
ち
き
ち
」

と
も
呼
ば
れ
る
飛
蝗（
ば
っ
た
）。

　

実
に
面
白
い
。さ
て
、
秋
と
い
え
ば
虫
、
虫

と
い
え
ば
秋
と
い
わ
れ
る
が
、
ど
う
し
て
だ

ろ
う
か
。虫
は
一
年
中
い
る
の
に
な
ぜ
秋
な
の

だ
ろ
う
か
。

　

桜
を「
花
」、
十
五
夜
を「
月
」と
す
る
よ

う
に
、
歳
時
記
で
は「
虫
」と
い
え
ば
、
秋
に

草
む
ら
で
鳴
く
虫
の
こ
と
を
さ
す
み
た
い

だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
虫
は
ど
う
し
て
一
日
中
鳴
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

鳴
く
と
い
う
の
は
求
愛
行
動
で
あ
り
、
秋

に
鳴
く
虫
も
全
て
が
オ
ス
だ
そ
う
だ
。男
は

辛
い
。そ
の
鳴
き
声
は
秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
あ
り
、風
物
詩
で
も
あ
る
。

　
一
番
大
き
い
閻
魔
蟋
蟀
（
え
ん
ま
こ
お
ろ

ぎ
）は
、
コ
ロ
コ
ロ
。三
角
蟋
蟀（
み
つ
か
ど
こ

お
ろ
ぎ
）は
、キ
チ
キ
チ
キ
チ
。綴
刺
蟋
蟀（
つ

づ
れ
さ
せ
こ
お
ろ
ぎ
）は
、
リ
リ
リ
リ
、
と
鳴

く
。別
名
は
「
ち
ち
ろ
」「
ち
ち
ろ
虫
」「
つ
づ

れ
さ
せ
」な
ど
と
呼
ぶ
。

　

鈴
虫
は
リ
ー
ン
リ
ー
ン
、
と
鈴
を
振
る
よ

う
な
鳴
き
声
が
特
徴
。鳴
き
声
に
魅
了
さ
れ

飼
育
し
て
い
る
人
も
多
い
。別
名
を
（
月
鈴

子（
げ
つ
れ
い
し
）。

　

松
虫
は
、
鈴
虫
に
似
て
い
る
が
、
松
林
や

河
原
で
、
チ
ン
チ
ロ
リ
ン
と
澄
ん
だ
声
で
鳴

く
。な
か
な
か
風
情
が
あ
っ
て
い
い
。

お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談
１０月１４日（火）
午後２時～３時

予約必要 奈良県眼科医会

整形外科に関する
健康相談

１０月２８日（火）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切１０月２７日（月）

奈良県医師会
　整形外科部会

内科疾患に関する
健康相談

１０月２４日（金）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切１０月２２日（水）

奈良県医師会
　内科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会
　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

☆目の愛護デー「目の健康相談」の案内　　　　　
講演会名 日　時 場　所 内　容

目の愛護デー
「目の健康相談」

１０月２５日（土）
午後２時～４時

秋篠音楽堂
奈良市西大寺東町２－４－１
ならファミリー６階

○無料相談
○相談医
　２名（眼科専門医）

連絡先　奈良県眼科医会事務局
　　　　TEL　０７４４－２２－８５０２　FAX　０７４４－２３－７７９６　※予約不要

令和7年10月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

広 報 ひ がしよし の 令和７年10月１日
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いきいき美容教室を開催しました

　９月４日に住民ホールにて、 資生堂ジャパン株式会社の講師による楽しく化粧を体験するセミ
ナー「いきいき美容教室」を開催し、１０名の参加がありました。
　簡単な準備体操に始まり、講師のアドバイスを受けながら資生堂の化粧品を使用し、談笑しな
がらお化粧を楽しみました。
　教室終了後に、個別で撮影させていただいた方には、後日お写真をお渡しさせていただきました。

☆出前介護相談のご案内
　○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい
　○介護制度に関すること　等々
　（秘密は厳守いたします）
　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。
　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。
　　

☆障がい者介護相談のご案内
　障がいのある方やそのご家族を対象に、暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の相談
をお受けするため、東吉野村役場にて窓口を開設しています。
　例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．

　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。
　　日　時　１０月１５日（水）１３時～１６時　　場　所　役場３階会議室１
　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。
※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記連絡先に
お知らせしていただければ訪問させていただきます。
※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１７時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の令和７年10月１日
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いちたつマルシェ せせらぎカフェ

車中泊 ONE NIGHT 居酒屋

いち　×　車中泊　×　早朝イベント
　今までにない新しい形のイベントをたかすみ温泉で開催しました。
　その名は「いち／３６５」。８月２９日の夕方から３０日の早朝にかけて行いました。
　２９日は夕方１８時から車中泊２２台４０人の参加者と地元の方が集まって、温泉に入った

り、星空を眺めたり、ＯＮＥ　ＮＩＧＨＴ　居酒屋をオープンして、駐車場に作った飲
食スペースでは素敵な時間を過ごすことができました。

　高見地区をはじめ地元の方々が集まって、賑やかな様子を見ているとすごくぬくもりを感
じました。

　３０日は朝４時から設営の準備をして、５時からいちたつマルシェがスタートしま
した。

　同時にたかすみ温泉が５時から特別に早朝営業して、飲食店では天好園が朝定食と朝カツ
丼、ひなたやがベーグルサンドとドリンク、プティットフィーユが葛アイス、ヤナギモトス
タンドがコーヒー、ＴＯＰＯＳがピザなどを用意して出店してくれました。

　地元出品者の方々は、朝早くから収穫して準備してくださり、出品者の中にはこの日のイ
ベントのために４月から野菜作りをして待ち望んでいた方もいてくれました。
　「いち／３６５」は、いちたつの出品者、平野区自治会、共催してくれた奈良交通（株）、たか
すみ温泉のスタッフ、村内外飲食店の事業者はじめ関係者の皆様の協力があって盛大なイベン
トになりました。
　皆様のご協力に、改めて感謝申し上げます。

広 報 ひ がしよし の 令和７年10月１日
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いちたつ盆踊り　×　３年目　×　浴衣参加者１５０名
　８月１６日にいちたつ盆踊りを開催しました。
　今年は役場庁舎前のロータリーで開催し、参加者が年々増えて３００名以上の記録的な数
字

となり、その内、浴衣着用参加者が１５０名となりました。
　これはひとえに着付け教室や浴衣教室を一つ一つ丁寧に活動してきたおかげであり、和装が
日常に浸透してきている結果だと思います。
　今年で３回目を迎えるいちたつ盆踊り。祭文踊りは輪の中に若い世代の人が増えてきて、
楽しく踊っている姿がとても印象的でした。

　今回は、東吉野Oｈ！オオカミ音頭がいちたつ盆踊りで初披露ということで、村内外
からたくさんの人が駆けつけてくれました。

　今回、多くの方々の参加をいただき、５０人の大きな輪となって盛大な盆踊りを実現す
ることができました。

広 報 ひ がしよし の令和７年10月１日
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令
和
七
年
八
月
二
十
六
日
青
嶺
俳
句
会
か
ら

水
野
露
草　

選
評

▪
特
選
の
部

空
つ
ぽ
の
父
の
骨
壺
終
戦
忌	

辻　

佐
和
子

　

評

　

今
年
は
、
終
戦
か
ら
八
十
年
を
迎
え
た
。
先
の
大
戦

で
は
、
約
三
百
十
万
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

　

作
者
の
父
は
、
戦
死
さ
れ
遺
骨
が
戻
っ
て
来
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
悲
し
み
の
極
み
で
あ
る
。

　

選
者
の
父
も
戦
死
を
し
、
遺
骨
は
戻
っ
て
来
な
い
ま

ま
で
あ
る
。

　
石
鼎
庵
衣い

桁こ
う

に
古
き
浴
衣
か
な	

濱
田
貴
美
子

　

評

　

原
石
鼎
は
、
明
治
四
十
五
年
か
ら
大
正
二
年
に
か
け

て
本
村
大
字
小
に
住
み
、
多
く
の
俳
句
を
詠
ん
だ
。

　

平
成
元
年
に
旧
居
を
石
鼎
庵
と
し
て
移
築
保
存
さ
れ

て
い
る
。

　

作
者
は
、
衣
桁
に
か
け
置
い
て
い
る
石
鼎
の
浴
衣
に

目
を
送
り
、
在
り
し
日
の
石
鼎
を
偲
ん
で
い
る
様
子
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

足
も
手
も
声
も
跳
ね
ゐ
る
水
あ
そ
び	

池
田
美
砂
子

　

評

　

水
あ
そ
び
は
、
夏
の
子
ど
も
の
水
を
使
う
遊
び
を
い

う
。

　

掲
句
は
、
子
ど
も
達
が
水
を
か
け
合
っ
て
遊
ん
で
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
声
も
跳
ね
ゐ
る
」
の
措
辞
で
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
が

直
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

▪
準
特
選
の
部

人
声
の
無
き
峡
村
に
蝉
時
雨	

宮
下　

俊
二

山
に
向
き
何
を
も
見
ず
に
秋
思
か
な	

松
谷　

忠
則

終
戦
の
日
を
語
る
人
少
な
か
り	

川
村　

貞
子

▪
佳
作
の
部

盆
踊
り
狼
音
頭
輪
に
な
つ
て	

松
久
保
久
永

一
列
に
片
蔭
を
行
く
登
校
児	

宮
下　

俊
二

天
か
ら
の
恵
み
の
宝
星
月
夜	

宮
崎　

利
一

海
ゆ
か
ば
父
の
負
目
を
敗
戦
忌	

池
垣　

昭
美

新
涼
や
く
ま
の
絵
本
の
よ
み
き
か
せ	

池
田
美
砂
子

蒼
天
や
山
の
日
差
し
も
秋
め
き
て	

伊
藤
志
津
子

揚
花
火
吉
野
の
山
に
谺
し
て	

濱
田
貴
美
子

午
後
二
時
の
出
歩
く
人
の
無
き
炎
暑	

松
谷　

忠
則

降
り
そ
そ
ぐ
か
の
世
こ
の
世
の
星
月
夜	

宮
崎　

成
子

浴
衣
着
て
老
若
男
女
輪
に
な
り
ぬ	

足
立　

昌
宏

流
燈
が
岸
辺
の
草
を
離
れ
ざ
り	

辻　

佐
和
子

盆
路
を
遮
つ
て
ゐ
る
朽
木
か
な	

前
田　

景
子

帰
省
せ
る
人
と
挨
拶
墓
参
り	

川
村　

貞
子

▪
入
選
の
部

蜩
の
鳴
く
声
聞
け
ば
家
路
へ
と	

松
久
保
久
永

落
ち
る
な
と
線
香
花
火
の
玉
見
つ
め	

松
久
保
久
永

納
骨
の
墓
石
に
止
ま
る
川
蜻
蛉	

宮
下　

俊
二

高
見
山
よ
り
初
秋
の
風
吹
け
り	

宮
崎　

利
一

振
り
向
け
ば
ば
さ
り
音
し
て
桐
一
葉	

宮
崎　

利
一

青
葉
づ
く
孤
愁
の
嘆
き
夜
も
す
が
ら	

池
垣　

昭
美

お
は
ぐ
ろ
の
黒
影
よ
ぎ
る
今
朝
の
庭	
池
垣　

昭
美

縁
側
に
人
を
恋
ふ
風
盆
の
月	
池
田
美
砂
子

忘
れ
難
き
こ
と
多
か
り
て
盆
の
月	
伊
藤
志
津
子

窓
開
け
て
空
気
入
れ
替
ふ
今
朝
の
秋	

伊
藤
志
津
子

山
風
の
抜
く
る
本
堂
青
簾	

濱
田
貴
美
子

友
が
言
ふ
こ
れ
に
限
る
と
冷
奴	

松
谷　

忠
則

ゆ
く
夏
の
庭
は
遊
び
の
名
残
し
て	

宮
崎　

成
子

盆
の
月
ふ
る
さ
と
と
な
る
山
家
か
な	

宮
崎　

成
子

畑
仕
事
止
め
て
見
上
ぐ
る
赤
と
ん
ぼ	

足
立　

昌
宏

夕
立
が
近
く
の
山
に
降
り
ゐ
た
る	

足
立　

昌
宏

佇
み
て
を
り
新
涼
の
高
見
川	

辻　

佐
和
子

花
筒
に
庭
の
盆
花
高
野
槙	

前
田　

景
子

魂
迎
朝
は
茶
粥
に
団
子
入
れ	

前
田　

景
子

し
の
び
足
一
発
で
蠅
仕
留
め
た
り	

川
村　

貞
子

一
般
投
句
（
短
歌
）

故
郷
の
山
に
向
ひ
て
一
筋
の

秋
付
く
雲
は
流
れ
ゆ
く
か
な	

浦
田
由
美
子

山
住
み
に
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
も
土つ

産と

に
し
て

彼
岸
参
り
に
君
等
訪
い
く
る	

浦
田
由
美
子

幾
年
を
勤
め
し
職
場
去
り
に
け
り

今
日
も
昨
日
も
犬
と
散
歩
す	

浦
田
由
美
子

鉢
植
え
の
ト
マ
ト
は
日
く
に
微
笑
み
て

暑
さ
と
水
に
挑
む
吾
の
い
て	

福
井
メ
イ
子

近
隣
に
熊
出
没
し
不
安
な
る

鈴
身
に
付
け
て
寺
坂
行
け
り	

福
井
メ
イ
子

オ
ッ
ト
ッ
ト
ー
つ
ま
ず
き
て
胸
打
つ
や

肋
骨
ひ
び
入
り
全
治
一
ヶ
月	

辻　

由
美
子

朝
ヒ
ヤ
リ
昼
間
猛
暑
日
暮
れ
早
し

秋
分
近
き
季と

節き

の
移
ろ
い	

辻　

由
美
子
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　ようやく暑さが和らぎ、秋の気配を感じるようになっ
てきました。昔から、秋は１年のうちで最も月がきれい
に見える季節とされ、昔の暦（旧暦）で秋の真ん中にあ
たる８月１５日の十五夜の月を「中秋の名月」と呼んで、
月を観賞するお月見の行事が行われてきました。ちょ
うどこの時期に里いもが収穫されることから、里いも
をお供えしたり、「きぬかつぎ」などの里いも料理を食
べたりする風習もあり、別名で「芋名月」ともいいます。
また、十五夜からひと月ほど後の十三夜にもお月見を
する風習があり、両方合わせてお月見をすると縁起が
良いとされています。

２０２５年の十五夜は１０月６日、
十三夜は１１月２日です。

　にんじんは、給食によく登場する野菜の一つで
す。体内でビタミンAに変換されるβ - カロテ
ンを多く含む緑黄色野菜で、鮮やかなオレンジ色
が料理に彩りを添えてくれます。ビタミンAは、
目や皮膚、粘膜の健康に欠かせない栄養素で、目
の乾燥を防ぐほか、肌荒れや風邪などの予防に役
立ちます。にんじんが苦手な人もいると思います
が、どんな料理にも合う野菜なので、食べられる
調理法で挑戦してみませんか？　

　米から作る団
子。満月に見立
てた丸い形のほ
か、里いもの形
などもあり、地
域によって違い
があります。

　里いもを皮付きでゆ
でたり蒸したりしたも
の。平安時代の女性の
服装にちな
んで、こう
呼ばれます。
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こ
ん
に
ち
は
。

　

集
落
支
援
員
の
小
林
で
す
。
週

４
日
勤
務
で
、
主
な
活
動
は
イ
ラ

ス
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
で
す
。

今
年
度
の
活
動
内
容
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

①�

ひ
よ
し
ゆ
ず
の
Ｐ
Ｒ
冊
子
の
制

作　

Ｂ
５
サ
イ
ズ
（
20
ペ
ー
ジ
）

　

ひ
よ
し
の
さ
と
加
工
セ
ン
タ
ー

の
商
品
を
使
用
し
た
料
理
レ
シ
ピ

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

商
品
の
活
用
方
法
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
販
売
促
進
や
農

業
の
振
興
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

制
作
し
ま
し
た
。

　

ひ
よ
し
の
さ
と
マ
ル
シ
ェ
や
各

種
催
事
で
配
布
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
在
庫
切
れ
の
た
め
配
布
を

休
止
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
新

号
を
発
行
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

②�

村
内
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

制
作

　
「
い
こ
か
！
ふ
る
さ
と
ひ
よ
し
祭

り
」「
東
吉
野
村
で
ポ
タ
リ
ン
グ
」

「
い
ち
た
つ
マ
ル
シ
ェ
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
を
制
作
し
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
に
掲
載
し
た
会
場
の
地
図
・

イ
ラ
ス
ト
な
ど
も
制
作
し
ま
し
た
。

③�
ひ
よ
し
カ
レ
ッ
ジ
四
郷
の
グ
ッ

ズ
等
制
作

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
や
貸
出

用
の
判
子
・
の
ぼ
り
な
ど
の
制
作

を
担
当
し
ま
し
た
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
東
吉
野
の
四
季

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
制
作
し
ま
し
た
。

④�

こ
ど
も
園
の
冊
子
・
修
了
書
の

制
作

　

他
に
様
々
な
も
の
を
制
作
し
て

い
ま
す
。

　

活
動
の
メ
イ
ン
が
制
作
活
動
で

す
の
で
、
な
か
な
か
表
に
出
る
こ

と
が
な
い
の
で
す
が
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
日
々

協
力
隊
の
日
々
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奈良年金事務所
奈良市芝辻町4-9-4

☎0742-35-1371㈹

桜井年金事務所
桜井市大字谷88-1

☎0744-42-0033㈹

大和高田年金事務所
大和高田市幸町5-11

☎0745-22-3531㈹

国民年金に関するお問い合わせは、税務保険課、または最寄りの年金事務所まで。
日本年金機構ホームページ　www.nenkin.go.jp/

　国民年金は、老後やもしもの時にあなたの大きな支えとなります。保険料の納め忘れが続く
と老後に年金を受け取ることができなくなるばかりか、納付が遅れることで障害年金や遺族年
金を受け取れない場合があります。もしもの時に後悔することのないよう、保険料はきちんと
納期内に納めましょう ! 

国民年金保険料の納付が困難なときは
　国民年金には、保険料納付が免除される制度や猶予される制度があります。納付が困難だか
らといってそのままにせず、必ず村税務保険課の国民年金窓口で手続きを行ってください。

【保険料免除制度】納付が困難なときは
　所得に応じて「全額免除」「４分の３免除（４分の１納付）」「半額免除（半額納付）」「４分の１
免除（４分の３納付）」の免除制度があります。
　保険料免除は本人と配偶者、世帯主の前年の所得が定められた基準以下であれば承認されます。

【納付猶予制度】５０歳未満の方は
　本人が５０歳未満の方に限り利用できる制度で、本人、配偶者の前年の所得が定められた基
準以下であれば承認されます。

【学生納付特例制度】学生の方は
　学生の人に限り利用できる制度で、本人の前年の所得が定められた基準以下であれば承認さ
れます。

★�　保険料免除などの承認された期間は、老後に年金を受け取るための資格期間に含まれるだ
けでなく、万一の時に、障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取る資格期間にも含まれます。
　�　また、失業された方は、離職票や雇用保険受給資格者証等を添付すれば、前年の所得に関
係なく免除される特例もありますので、必ずご相談ください。

国民年金保険料は遅れずにきちんと納めましょう !
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